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令和６年度第１回三沢市立図書館協議会 

（概 要） 

 

１．開催日時 

令和６年８月２９（木）１４時００分～１５時３０分 

 

２．開催場所 

三沢市立図書館３階 第１会議室 

 

３．出席者 

 （１）協議会委員 

      学校教育関係者 上村委員 

社会教育関係者 永井委員 

家庭教育関係者 米倉委員、佐々木委員 

学 識 経 験 者 石原委員（委員長）、岩本委員（副委員長） 

以上６名 

※ 欠   席    竹本委員（学校教育関係者） 

    新堂委員（社会教育関係者） 

 

  （２）三沢市教育委員会 

       山内教育長、岡部教育部長、舘課長、柿崎課長補佐、大川主査 

以上５名 

  （３）指定管理者（株式会社図書館流通センター） 

 熊谷館長、高屋運営チーフ 

以上２名 

 

４．委嘱状交付 上村委員、米倉委員への委嘱状交付 

 

５．組織会  委員長・副委員長の選出 

  委員長  ：石原委員 

  副委員長 ：岩本委員  の両名が事務局案として承認される 
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６．案 件 

（１）令和５年度の事業実績及び令和６年度の事業計画について 

  意見等特になし 

  ＊意見は事務局もしくは図書館に提出、次回会議等にてもらう。 

 

（２）三沢市読書バリアフリー計画の策定について 

 

岩本委員 図書館に点字ブロックの設置などは進める計画はありますか？ 

事務局 市立図書館については、施設が古く今後の取り扱いが明確に決定していな

いこともありますが、本来であれば、SDGs 対応も含め、点字ブロックや見やすい

案内などがあるべきだと考えています。 

施設の今後の取り扱い如何については、設置することも検討させていただき

たいと考えています。 

また、必要な機器についても、ニーズを見定めながら柔軟に検討してまいりた

いと考えています。 

本計画については、内容が難しいところもありますので、今後皆さまからもご

意見をいただきたいと考えております。 
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（３）電子図書拡充及び学校教育での使用等について 

 

石原委員 私自身、見る力が落ちている。当日配布資料は A３にしてもらって見出しを大

きくしてもらったが、字が小さいので、今後は大きくしてもらいたい。 

また、電子図書が拡大されているのは認識していた。 

仮に図書館で電子図書を見る際には、視力が弱い方でも利用できるように字

を大きくしてもらいたい。もしくは、大きな画面で見られたら良いのではないか。 

電子図書は、学校の『朝読』の時間でも利用できると思うが、同じ本を一緒に

見られないというのは少し残念だ。 

事務局 資料の字が小さく読みづらいのは申し訳ございませんでした。 

個人の方のタブレット端末の購入を補助することは難しいと思いますが、図書

館内のパソコンのモニターや、今後、図書館内でお試しで使ってもらえるような

タブレットを置く際には、大きなモニター（タブレットなど）を設置できるように進め

て参りたいと思います。 

例えば、大きなタブレット端末があれば、高齢者の方々もそのサイズを参考に

して購入することができるという意味では導入に価値が見いだせると思います。 

 

上村委員 私は、学校図書館運営協議会の会長を務めています。 

これまでは年１回の会議を開催しており、これまでは、その主たる活動が感想

文集を作るための集まりでした。今年からその活動もなくなり、今年からは学校

図書館をより良い活用をするために意見を出し合う場として位置づけておりまし

て、今年は各校から集まった先生方に対して、熊谷館長を呼んで電子図書の使

い方について講義を受けたところです。 

電子図書の導入については、まず、子供たちに広げることが１番だと考えてい

ます。 

そのなかで、先ほどの石原委員の意見について、授業で用いる際には先生が

本を借りて、それを画面に映せば共有できるのではないかと考えています。 

それが可能であればですが。手法によっては、クラス全員で共有することも可

能であると思います。 

また、学校の先生や保護者からの出る意見として想定されるのは、紙媒体の

本の良さです。 

電子図書は、これからの時代に必要なものなので、現状の紙媒体の利用にプ

ラスアルファとして取り扱われるのであれば、全面的に協力していきたいと考え

ています。 

事務局 導入に当たって当初は、生涯学習課で紙媒体の予算を削り経費に充てること

も想定しましたが、紙媒体の必要性も高くある時代であるため、紙媒体の予算を

削ることは難しいと考えています。 

また、学校図書購入費は文科省において交付税措置されている部分もある

ので、今後は電子と紙を活用する方向で考えて参りたいと考えています。 
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米倉委員 幅広く学生と接していますが、読書をしてこなかった子どもがぶつかる壁を感

じています。 

例えば、中学生ぐらいになってきて、国語だけではなく、数学も問題を読むこ

とができない子どもがでてきています。速さが…距離が…という問題の意味を理

解できない子が多くいます。 

また、英語自体は得意だけれど、英語で何を伝えたいのかを理解できない子

もいます。大学入試でも問題の読解力が必要になりますが、それが身について

いない子どももいます。 

そのため、これを何とかしたいと思い、図書館長に電子書籍の活用について

問い合わせをしていました。 

電子図書に可能性を感じているので、頑張ってほしいと思います。 

モデル校設定は興味深いと思います。電子図書を導入して、どのような成果

があるのか？どのように文章を読めるようになっていくのか？についても、報告

の機会を貰えればうれしいと思います。 

事務局 今後、時期は未定ですが、再度会議を開催したいと思います。 

この際にモデル校についての報告はできると考えています。 

また、令和６年度の整備についてはモデル校の意向を聞き取りながら進めた

いと思います。その意向に沿った成果が出るかを見定めることができると考える

ためです。 

また、次回会議では、皆さんにも電子図書館の ID を取っていただき、今後の

感想をいただければと考えていますのでご協力をお願い申し上げます。 

 

永井委員 息子が中学生ですが、現在タブレット端末を家に持ち帰ることができません。 

今後持ち帰れるようになるのでしょうか？ 

事務局 現在は、タブレット端末を家に持ち帰る実証実験をしている時期だと思いま

す。 

今現在では方向性は決まっていないと思いますが、学校教育課から今後の

方針を確認して、報告いたします。 
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佐々木 

委員 

学校の取り扱いについてさまざまな可能性があり、県内で先駆けての取り組

みにワクワクして聞いていました。 

保護者が忙しいときに絵本を子どもが見ているのは、子どもが興味を持って

みているのでしょうけれども、紙媒体の本のページを親子が一緒にめくるという

喜びもあります。紙媒体の本の大切さも伝えてもらえればと思います。 

便利なものばかりではなく、温かい取り組みを大事にしてもらいたいと思いま

す。 

電子の良さも伝えながら取り組みを進めていただければと思います。 

事務局 小学生から先に本を読むかどうか？は、就学前が重要なので、子ども園など

にポスターを張るなど、積極的に PR していきたいと考えています。 

ただし、就学前の子どもに画面を見せ続けることについての疑問もあります。 

電子図書には限界もありますので、市立図書館の利用と併せて考えられるよ

うにしてもらいたいと考えています。 

ただし、就学前の子どもへの十分な書籍が揃うのは令和８年度ごろになること

も想定されます、その先にポスターなどで PR する時期も来ますし、司書さんが

就学前の子どもに向けた書籍を選んでお知らせすることも必要になってきます。

その時期にも利用法についてご指摘いただければと考えています。 

 

岩本委員 電子図書館の利用について、三沢市民は ID を取得すれば利用が可能だと

思いますが、大学生などで他の地域に住んでいても利用できますか？ 

事務局 基本的には、三沢市にお住まいの方を対象にしています。ただし、住民票が

三沢市にある方については、確認できない部分もあります。 

三沢市外に在学・居住している学生さんでも免許証などで住所確認できれば

IDの発行は可能であると思います。 

なお、現在は中学生までの ID として考え、中学卒業以降は、一般利用者とし

て ID を取得してもらいたいと考えていいます。他の自治体では、義務教育であ

ること、高校卒業後は地域を出る選択肢も多くなっているので、中学までを一区

切りとして考える自治体も多く、三沢市でもこれが基本路線になると考えていま

す。 

ただし、高校生や大学生にも利用してもらいたいと考えています。 

この年齢については今後会議でお諮りしたいと考えていますので、その際に

はご意見をお願いします。 
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佐々木 

委員 

三沢市の近くに住んでいる方は、利用できませんか？他の自治体でも図書

館に通える方は多くいらっしゃると思うのですが。 

事務局 一般の図書については、定住自立圏の取り組みで、上十三地区にお住まい

の方は、三沢市や他の自治体の図書館も利用することができます。 

ただし、電子図書についてはライセンスの問題が発生します。自治体が、地

域内に居住する方に向けて貸し出すためのライセンス料を支払うことになります

ので、市民及び在勤在学の方以外には、基本的には利用できないということに

なります。 

 

（４）その他  

  特になし 

 

了 


